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新田

豊科近代
美術館

豊科交流学習センター
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本庁舎建設地
（「豊科近代美術館」西側）

効
率
的
な
行
政
運
営
を
行
い
、

住
み
よ
い
安
曇
野
を
目
指
し
ま
す

平
成
17
年
10
月
の
合
併
以
降
、
市
役
所

庁
舎
は
9
カ
所
に
分
庁
さ
れ
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
は
組
織
な
ど
が
分
か
り
づ
ら
く
、

大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
庁
舎
間
の
移
動
に
か
か
る
諸
経

費
な
ど
で
、
年
間
約
１
億
円
余
の
無
駄
な

経
費
を
費
や
し
、
非
効
率
な
行
政
運
営
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
弊
害
を
な

く
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
本
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
や
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
、
ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
進
め
て

き
ま
し
た
。
建
設
費
は
合
併
特
例
債
を
活

用
し
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た
本
庁
機
能
を

集
中
す
る
こ
と
で
、
多
様
化
す
る
住
民
サ

ー
ビ
ス
へ
対
応
が
で
き
、
効
率
的
な
行
政

運
営
が
実
現
で
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
集
う
庁
舎
に

東
日
本
大
震
災
で
は
、
人
の
つ
な
が
り

や
、
市
役
所
の
業
務
継
続
機
能
の
必
要
性

を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
耐
震
性

に
優
れ
、
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
の
拠
点
と

な
る
庁
舎
が
で
き
る
こ
と
で
、
大
規
模
災

害
へ
の
備
え
と
、
平
常
時
は
市
民
の
皆
さ

ん
が
集
い
、
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。

2
年
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
と

な
り
次
代
へ
引
き
継
が
れ
る
庁
舎
が
完
成

し
ま
す
。
職
員
意
識
の
向
上
を
図
り
、
効

果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
と
、
市
民
の

安
全
・
安
心
を
守
る
施
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
12
月
に
新
本
庁
舎

基
本
設
計
を
基
に
、
実
施
設
計
を
ま

と
め
ま
し
た
。
本
年
の
2
月
5
日
に

は
建
設
業
者
の
一
般
競
争
入
札
を
行

い
、前
田
・
岡
谷
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
が
落
札
し
、2
月
26
日
に
契
約

案
件
が
市
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
3
月
27
日
に
起
工
式
を
行

い
、
平
成
27
年
5
月
の
使
用
開
始
に

向
け
て
工
事
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
多
く
の
意
見
や
提
案
を

踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
と
防
災
の
拠

点
と
な
る
「
質
実
剛
健
で
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
、
次
世
代
へ
引
き

継
が
れ
る
市
庁
舎
」
を
建
設
し
て
い

き
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
現
場
周
辺
の
皆

国
の
財
政
支
援
制
度
を
活
用
し
、

市
の
財
政
負
担
を
減
ら
し
ま
す

市
本
庁
舎
建
設
の
主
な
財
源
と
し

て
、
地
方
債
の
一
つ
で
あ
る
合
併
特

例
債
を
活
用
し
ま
す
。
こ
の
合
併
特

例
債
は
、
合
併
し
た
市
町
村
が
合
併

の
翌
年
か
ら
10
年
間
に
限
り
（
本
市

の
場
合
は
平
成
27
年
度
ま
で
）
新
市

建
設
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
対
象
に

活
用
で
き
ま
す
。（
※
注
１
）

合
併
特
例
債
は
、
対
象
と
な
る
事

業
費
の
95
％
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
借
り
入
れ
後
に
毎
年
返
済
す

る
元
利
償
還
金
（
元
金
と
利
子
の
合

計
額
）
の
70
％
相
当
額
が
そ
の
年
の

普
通
交
付
税
算
定
時
に
基
準
財
政
需

要
額
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
。（
現

在
の
安
曇
野
市
に
お
け
る
普
通
交
付

税
算
定
状
況
で
は
、
基
準
財
政
需
要

額
に
算
入
さ
れ
た
70
％
相
当
額
は
、

そ
の
ま
ま
普
通
交
付
税
と
し
て
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
）
な
お
、
合
併
特
例

債
対
象
外
事
業
費
分
と
5
％
分
（
95

％
の
残
り
）、
30
％
相
当
額
分
（
基

さ
ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

準
財
政
需
要
額
の
算
入
分
以
外
）
は

一
般
財
源
（
税
金
等
）
等
で
賄
い
ま

す
。
合
併
特
例
債
を
活
用
し
な
い
で

本
庁
舎
を
建
設
し
た
場
合
に
は
、
全

額
を
一
般
財
源
等
で
賄
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
当
然
、
活
用
し
た
場
合
と

比
べ
る
と
住
民
負
担
は
大
き
く
な
り

ま
す
。

計
画
的
に
合
併
特
例
債
を
活
用

今
回
の
新
本
庁
舎
建
設
工
事
の
場

合
、
契
約
金
額
を
基
に
合
併
特
例
債

発
行
額
を
試
算
す
る
と
、
約
49
億
５

４
８
０
万
円
（
契
約
額
の
95
％
相
当

額
）
と
な
り
、一
般
財
源
等
で
負
担

す
る
額
が
約
2
億
６
０
８
６
万
円（
残

り
5
％
相
当
額
）
と
な
る
予
定
で
す
。

地
方
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
財

政
計
画
等
に
基
づ
き
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
未
来
へ
継
承

す
る
有
形
財
産
を
構
築
す
る
に
あ
た

り
、
有
利
な
財
源
を
有
効
に
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

巻
頭
◎
ま
ち
づ
く
り
と
防
災
の
拠
点

新
本
庁
舎
建
設
工
事
始
ま
る

　

市
で
は
、
昨
年
12
月
に
新
本
庁
舎
建
設
工
事
の
実
施
設
計
を
ま
と
め
、
2
月
に
一
般
競
争
入
札
を

行
い
建
設
業
者
を
選
定
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
5
月
の
使
用
開
始
に
向
け
、
新
本
庁
舎
建
設
工
事
が

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
新
本
庁
舎
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
27
日
に
起
工
式
を
開
催

本庁舎完成イメージ

新本庁舎立体模型

●建設概要

■
本
庁
舎
建
設
に
あ
た
り

巻頭◎新本庁舎建設工事始まる

市
民
の
安
全
を
守
り
、
質
実
剛
健
で
、

次
代
へ
引
き
継
が
れ
る
庁
舎
を
建
設
し
ま
す

安曇野市長 宮澤宗弘

工 事 名 安曇野市新本庁舎建設工事

建設場所 安曇野市豊科 6000 番地

敷地面積 17,630.47 平方メートル

延べ床面積 21,247.02 平方メートル（地下駐車場含む）

契 約 額 52 億 1,566 万 5 千円（税込）

工　　期 平成 25 年 2 月 26 日～平成 26 日 12 月 19 日

設 計 者 内藤・小川原・尾日向設計共同企業体

施 工 者 前田・岡谷特定建設工事共同企業体

～
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

本
庁
舎
建
設
の
財
源
は
？

※
注
１　

現
在
は
、
新
市
建
設
計
画
を
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
15
年
間
（
本
市

の
場
合
は
平
成
32
年
度
ま
で
）
ま
で
活

用
が
可
能
で
す
。

防災広場建設地

本庁舎建設地
豊科近代美術館

安曇野
赤十字病院
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巻頭◎新本庁舎建設工事始まる

質
実
剛
健
で
災
害
に
強
い
庁
舎

シ
ン
プ
ル
な
形
状
で
コ
ス
ト
に
配

慮
し
、
長
寿
命
の
建
物
と
し
ま
す
。

災
害
に
強
い

大
地
震
に
備
え
、
免
震
構
造
を
採

用
し
、
丈
夫
で
耐
久
性
の
あ
る
建
物

で
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断

後
も
72
時
間
は
災
害
対
応
が
持
続
で

き
る
よ
う
、
非
常
用
発
電
機
な
ど
を

設
置
し
ま
す
。

環
境
に
配
慮

空
調
や
消
費
電
力
軽
減
に
配
慮
し

た
設
備
を
備
え
た
庁
舎
に
し
ま
す
。

・
自
然
換
気
、
ナ
イ
ト
パ
ー
ジ（
※
）

を
導
入
し
ま
す
。

※
夏
の
夜
間
に
冷
え
た
外
気
を
取
り
入
れ
、

室
内
の
熱
を
排
出
す
る
省
エ
ネ
手
法

・
執
務
室
は
、
居
住
域
の
み
を
温
度

調
整
す
る
「
床
吹
き
出
し
空
調
」

を
採
用
し
ま
す
。

・
2
カ
所
の
吹
き
抜
け
に
自
然
採
光

を
取
り
入
れ
ま
す
。

・
夏
の
日
射
し
を
バ
ル
コ
ニ
ー
で
遮

り
、
室
温
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。

・
太
陽
光
発
電
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
高

効
率
・
高
出
力
照
明
を
導
入
し
ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
る
庁
舎

●
開
庁
記
念
イ
ベ
ン
ト

昨
年
、募
集
し
た
市
民
参
加
の「
新

本
庁
舎
建
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
の
ア

イ
デ
ア
に
記
念
植
樹
な
ど
18
件
の
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
の
提
案
を
参
考
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
窓
口
を

１
階
に
集
約
し
、
ほ
と
ん
ど
の
用
事

が
１
階
で
済
み
ま
す
。

●
開
放
ス
ペ
ー
ス

　

4
階
の
会
議
室
は
、
市
民
活
動
の

場
と
し
て
閉
庁
日
に
市
民
の
皆
さ
ん

に
開
放
し
ま
す
。
ま
た
、
北
ア
ル
プ

ス
が
望
め
る

眺
望
ス
ペ
ー

ス
は
、
観
光

客
を
は
じ
め

市
内
外
の
多

く
の
皆
さ
ん

が
利
用
で
き

る
よ
う
に
し

ま
す
。

１階フロア窓口付近のイメージ

将
来
を
見
据
え
た
百
年
の
計

　
市
民
に
愛
さ
れ
、
災
害
に
強
い

　
庁
舎
を
目
指
し
ま
し
た

内藤・小川原・尾日向
設計共同企業体

代表　内
な い と う

藤 廣
ひろし

さん

市
庁
舎
は
地
域
の
要
で
す
。
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
三
陸

の
街
を
見
て
も
、
地
域
の
要
で
あ
る

市
庁
舎
が
被
災
し
た
か
ど
う
か
が
、

復
興
の
在
り
方
を
大
き
く
左
右
し
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本
市
庁
舎
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、

ま
ず
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
す
る
防

護
機
能
を
備
え
、
使
い
勝
手
が
よ
く

機
能
的
で
、
な
お
か
つ
市
民
に
愛
さ

れ
、
地
域
を
長
期
に
わ
た
っ
て
支
え

続
け
る
よ
う
な
質
実
剛
健
な
建
物
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

地
震
に
対
し
て
は
免
震
構
造
を
採

用
し
、
耐
震
性
能
は
も
と
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
系
の
防
護
に
備
え
ま

す
。
2
つ
の
吹
き
抜
け
は
、
内
部
に

統
一
感
と
明
る
さ
を
も
た
ら
し
ま

す
。
4
周
に
め
ぐ
ら
せ
た
バ
ル
コ
ニ

ー
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
路
に

な
る
と
と
も
に
、
安
曇
野
の
強
い
日

差
し
を
遮
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

を
も
た
ら
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
場

産
の
木
材
を
多
用
し
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
温
か
な
空
間
を
つ
く
り
出
し

ま
す
。

市
庁
舎
建
設
は
、
ま
さ
に
百
年
の

計
で
す
。
後
の
世
代
に
も
継
承
し
う

る
誇
り
高
い
建
物
が
、
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
で
建
ち
上
が

る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

建築家・東京大学名誉教授・
総長室顧問。昭和 25 年神奈
川県生まれ。早稲田大学大学
院修士課程修了。内藤廣建築
設計事務所代表。平成 13 ～
23 年東京大学大学院教授、
副学長を歴任。日本建築学会
賞（海の博物館）、第 42 回毎
日芸術賞（牧野冨太郎記念館）
などを受賞。主な作品に松川
村の安曇野ちひろ美術館があ
る。

設計者からの
メッセージ

Message

内藤さんが設計した安曇野ちひろ美術館

■
新
本
庁
舎
の
概
要

豊科近代美術館

豊科交流学習センター
「きぼう」

既存駐車場

至　田沢

駐車場

本庁舎

市 道
至　R147

正
面
入
口

西
側
入
口

庁舎断面イメージ

自然採光
➡

自然採光
➡

4 階

3 階
2 階
1 階

地下駐車場

安曇野の自然と景観
に配慮した庁舎

低層４階の建物で
す。外観には安曇野
産の木パネル。内装
にも木材を使用し、
安曇野らしい温かみ
の あ る 庁 舎 と し ま
す。

東西

○主な入口を、東側と西側に設け、東側の正面入口にはデマンド

交通「あづみん」が乗り付けられる、ロータリーを設置します。

○既存駐車場のほか、身障者駐車場や地下駐車場を含め、

約 260 台分の駐車スペースを確保しています。

○既存施設との共存を図り、一体感を持った敷地としています。

○隣接する建物に圧迫感などを与えないよう配慮しています。

●本庁舎配置

吹
き
抜
け

吹
き
抜
け

1 階：市民サービスと憩いのゾーン　　2 階：市長室、危機管理、まちづくりのゾーン

3 階：議会、教育委員会、総務ゾーン　4 階：大会議室、書庫、機械室ゾーン
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本
庁
舎
建
設
に
合
わ
せ
て
旧
豊
科

プ
ー
ル
跡
地
（
約
１
・
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
に
防
災
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

用
地
買
収
費
を
含
む
全
体
事
業
費
は

5
億
９
０
０
０
万
円
で
す
。
こ
の
施

設
は
本
庁
舎
に
設
置
さ
れ
る
市
の
災

害
対
策
本
部
を
補
完
す
る
災
害
対
策

の
支
援
拠
点
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、平
常
時
は
市
民
の
皆
さ
ん
が

集
う
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

①
舗
装
広
場

平
常
時
に
は
本
庁
舎
の
イ
ベ
ン
ト

時
に
１
５
０
台
程
止
め
ら
れ
る
臨
時

駐
車
場
や
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大

会
の
会
場
に
利
用
し
ま
す
。
災
害
時

に
は
応
援
部
隊
の
設
営
場
所
に
な
り

ま
す
。

②
多
目
的
広
場

芝
生
の
広
場
で
、
平
常
時
に
は
市

民
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
使
え
る
憩
い

の
場
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

に
か
ま
ど
と
し
て
使
え
る
「
か
ま
ど

ベ
ン
チ
」
な
ど
の
設
備
を
設
置
し
、

防
災
訓
練
、
防
災
教
育
の
啓
発
の
場

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
災
害
時

に
は
、
一
時
避
難
者
の
救
護
所
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
場
所
に
な
り
ま

す
。

③
常
設
の
駐
車
場

災
害
時
に
は
支
援
物
資
の
受
け
入

れ
場
所
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

④
管
理
事
務
所

平
常
時
に
は
、
消
防
団
本
部
な
ど

が
入
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ
ン

タ
ー
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
一
時
避

難
者
用
の
備
蓄
品
倉
庫
や
常
設
ト
イ

レ
を
備
え
て
い
ま
す
。災
害
時
に
は
、

災
害
対
策
本
部
か
ら
の
連
絡
場
所
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
事
務
所

前
を
各
種
物
資
等
の
収
集
、
配
給
場

所
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

⑤
園
路

健
康
遊
具
を
備
え
る
ほ
か
、
ジ
ョ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
散
策
路
と
し
て
利

用
し
ま
す
。

防災広場・多目的広場のイメージ
（写真は南部総合公園）

事業者の
皆さんへ

新本庁舎建設工事
下請け採用面接会
を行います

新本庁舎建設は、地域経済の活性化
と市内産業の育成の機会となります。
そこで市内業者の皆さんを対象に、工
事請負者による下請け等の採用面接会
を開催します。

●日時
平成 25 年 4 月 16 日（火）
午前 9 時～午後 5 時

●場所
豊科交流学習センター「きぼう」
2 階多目的交流ホール

●対象
市内に本社がある事業所、および個
人事業主

●下請け内容
新本庁舎建設工事に関連した資材、
物品の販売、工事関係者への食事等
の提供、清掃業務など

●持ち物
技術力や実績を示す資料および名刺
など連絡先が分かるもの

●申し込み
事前申し込み不要

●面接者
前田・岡谷特定建設工事共同企業体

※注意事項
面接会は、工事請負者と下請け

希望者との交渉の場を提供するもの
で、市が本工事の下請けを保証する
ものではありません。

問本庁舎内建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

巻頭◎新本庁舎建設工事始まる

インタビュー  INTERVIEW

災害に対応で
き る 庁 舎 に、
とても安心感
が持てます

無駄をなくし
て、教育、子
育ての充実を
期待します

帯
おびなた

刀 政
まさのぶ

信さん
（三郷小倉）

青
あおやぎ

柳 良
よ し こ

子さん
（豊科田沢）

農業をしながら消防団の活動をしています。東
日本大震災の例もあり、災害に対応できる庁舎が
できることは、大切なことで、とても安心感が持
てます。私は車の運転ができますが、本庁舎が遠
くると、車で出掛けられない高齢者が多いと思う
ので「あづみん」などの公共交通の充実にも配慮
して欲しいと思います。本庁舎には市の職員が集
まると思います。特に若い職員の皆さんには地域
振興などのイベントなど、部署の枠を超えて新し
い発想で企画してもらえたらと期待しています。

小学生の子どもがいます。子どものサッカーの
保護者会役員を務めていますが、以前、武蔵野市
との交流大会を行った際、本庁舎や教育委員会へ
必要な手続きに出掛けました。その時、庁舎が分
かれており、分かりづらく、とても不便だと感じ
ました。庁舎が一つになることで、こうした不便
が解消されることは良いことですね。いろいろな
無駄をなくして、その分、教育や子育てなどの事
業が充実することを期待しています。

■
防
災
広
場

災
害
時
に
は
設
備
を
備
え
た
一
時
避
難
所
な
ど
と
し
て
、

平
常
時
に
は
市
民
が
集
う
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

●防災広場完成イメージ図
　（豊科近代美術館側から）

防災設備の例

防災四
あずまや

阿 かまどベンチ

③
④

⑤
①

②

➡➡

矢原堰

至田沢

至 R147

扌

扌
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講座メニュー 時間 講座メニュー 時間

1 地下水保全講座「安曇野の水資源を次世代へ」 60分 43 安曇野市幹線道整備計画について 60分

2 安曇野自然環境保護講座
「特定外来生物の拡大を防ぐために」 60分 44 安曇野市橋梁長寿命化修繕計画について 45分

3 資源物の分別とそのゆくえ 45分 45 安曇野市の都市計画について 45分
4 障害者福祉制度について 60分 46 安曇野市の土地利用制度について 45分

5 ｢福祉でまちづくり｣ …とは
～健康で長生きできる地域をつくろう～ 60分 47 地域の景観づくり 45分

6 介護予防について 60分 48 次世代に誇れる景観づくり 45分
7 認知症予防について 60分 49 わが家の震災対策 45分
8 高齢者虐待防止について 60分 50 安曇野観光への取り組み 45分
9 成年後見制度について 60分 51 商店街振興施策について 45分
10 介護保険制度について 60分 52 就職・就労に関する各種支援機関のご案内 45分
11 高齢者のための在宅福祉サービス 60分 53 安曇野市の工業振興ビジョンの推進と産業振興施策 45分

12 住民基本台帳法の一部改正に伴う
外国人登録法廃止について 60分 54 農作物等を被害から守る有害鳥獣対策 60分

13 国民健康保険制度について 60分 55 農地・水保全管理支払交付金について 60分
14 後期高齢者医療制度について 60分 56 松くい虫対策について 60分
15 安曇野市の子育て支援事業について 60分 57 モンキードックを活用した獣害対策 45分
16 児童虐待防止について 60分 58 農地・農村環境を保全する荒廃農地対策 45分
17 子どもの発達とあそび 60分 59 環境にやさしい農業の推進について 45分
18 健診結果を 100％活かすコツ 60分 60 畜産悪臭対策について 45分

19 危ない食後の血糖値！
～糖尿病予備軍について～ 60分 61 加工施設を利用してもっと楽しく、おいしく食べ

てみませんか 45分

20 血管元気！バランス食　～食べ物と血液の深い関係～ 60分 62 農業委員会の仕事とは 60分
21 歯・口の健康について 60分 63 情報公開制度の利用方法等について 60分
22 消費生活講座　「私たちは狙われている」 60分 64 協働のまちづくりについて 60分
23 不登校児童・生徒への取り組みについて 60分 65 市民活動について 60分
24 学校支援地域本部事業について 60分 66 地域課題解決に向けた取り組みについて 60分
25 安曇野市の学校給食について 45分 67 安曇野市総合計画について 60分
26 これからの安曇野らしい公民館活動のあり方を求めて 60分 68 市の行政評価について 60分
27 安曇野市生涯学習推進計画について 45分 69 市の公共交通について 60分
28 インターバル速歩を実施して 45分 70 安曇野市の財政状況について 90分
29 安曇野入門 45分 71 新本庁舎建設について 90分
30 「文化のかおるまち」を築くために 60分 72 安曇野市の組織と仕事について 45分
31 もっと知りたい！？　名誉市民の人と業績 60分 73 安曇野市の行財政改革について 45分
32 虫の眼でみた安曇野の自然 90分 74 固定資産税のしくみ 60分
33 安曇野の文化財 60分 75 市税講座　住民税特別徴収編 60分
34 郷土博物館に行きたくなる 60 分 60分 76 市税講座　暮らしと市税（住民税編） 90分
35 みんなで調べ使ってみよう昭和の道具 60分 77 市税講座　暮らしと市税（申告編） 90分
36 安曇野市図書館をご案内します。 60分 78 親子で租税教室 60分
37 安曇野市の防災対策 60分 79 インターネットのたのしい利用について 90分
38 自主防災組織の役割 60分 80 子供のインターネット利用にひそむ危険性について 60分
39 家庭の備えと地域の連携 60分 81 選挙のはなし 60分

40 安全でおいしい水道水ができるまで（８項目から内容を
選択、時間は８項目すべて選択した場合です。） 120分 82 安曇野市の会計業務について 60分

41 安曇野市の上水道事業について 45分 83 議会のしくみ 60分
42 下水道汚水がきれいになるまで 60分 ※時間は講座 1 回あたりの目安です（質疑時間を含みます）。

ご利用
ください

※この出前講座は、皆さんに市政について理解を深めていただくためのものです。説明に関する質疑
やご意見はお受けしますが、苦情や要望などはお受けできません。

協働のまちづくり出前講座
市 民の皆さんが市政への関心を高め、これからのまちづくりを市と共に考え

ていただくきっかけづくりとして、昨年 10 月から始まった「協働のまち
づくり出前講座」。介護予防や防災、まちづくりなどの講座を中心に半年間で 31
回、延べ約 450 人のご利用がありました。4 月からはメニュー数も増え、市の
施策や制度について、担当職員が市民の皆さん
に分かりやすく説明させていただきます。地域
の集会やご近所の集まりの機会などにご活用く
ださい。
お問い合わせ・申し込み
〒 399-8205　安曇野市豊科 4932 番地 46
安曇野市役所 企画財政部 まちづくり推進課（県安曇野庁舎内）
471・2000 ㈹ 671・5000
mmachizukuri@city.azumino.nagano.jp

１   土日・祝日でもＯＫ
受講可能日
年末年始（12月29日から1月4日）を除く平日・
土日・祝日
受講可能時間
午前 9 時から午後 9 時まで

３   謝礼は必要ありません
説明は市の職員が行います。謝礼や交通費な

ど職員派遣に関する費用は必要ありません。た
だし、会場使用料や資料印刷代などは、申込者
でご負担ください。

 ４   １カ月前から申し込み可能
開催希望日の１カ月前までに、まちづくり推進

課へ申込書を提出してください。（郵送、ファクス、
電子メールでも申し込み可）担当部署と調整の上、
派遣の可否をご連絡します。申込書は、各総合
支所、各地域公民館、各図書館、市民活動セン
ターなどにあります。

２   10人以上から受講可能
受講対象は、市内に会場を確保いただける、

市民、または市内に通勤、通学する 10 人以上が
参加する団体、グループなどです。ただ
し、公序良俗に反したり、政治・宗教・
営利を目的としたりすると判断される場
合は受講できません。

平成 25 年度 協働のまちづくり出前講座（全 83 メニュー）

公民館活動の講座を受講する皆さん
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市政トピックス

■
三
郷
ト
マ
ト
栽
培
施
設
問
題
調
査
会　

再
発
防
止
策
を
提
言

■
地
下
水
保
全
に
向
け　

国
へ
法
整
備
を
要
望

市
三
郷
ト
マ
ト
栽
培
施
設
問
題
調

査
会
（
東と
う
ぼ
う方
久ひ
さ
お男
座
長
）
は
、
調
査

結
果
報
告
書
と
再
発
防
止
の
提
言
を

2
月
13
日
、
宮
澤
市
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

調
査
会
は
、
平
成
23
年
12
月
に
設

置
。
旧
三
郷
村
が
設
置
し
た
三
郷
ト

マ
ト
栽
培
施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ

っ
た
市
出
資
法
人（
第
3
セ
ク
タ
ー
）

県
と
松
本
・
大
北
地
方
の
11
市
町

村
で
構
成
す
る
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下

水
保
全
対
策
協
議
会
（
会
長
・
宮
澤

市
長
）
は
2
月
20
日
、
松
本
市
役
所

で
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、「
地
下
水
を
公
水
と

位
置
付
け
る
法
整
備
の
要
望
書
」
を

国
に
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
各

自
治
体
の
理
事
者
が
署
名
し
ま
し

安
曇
野
菜
園
㈱
（
旧
㈱
三
郷
ベ
ジ
タ

ブ
ル
）
の
経
営
破
た
ん
が
、
市
政
の

混
乱
と
市
民
の
不
信
を
招
い
た
問
題

の
調
査
と
再
発
防
止
策
を
提
言
す
る

た
め
、
公
認
会
計
士
な
ど
有
識
者
3

人
が
、
第
3
者
と
し
て
中
立
的
立
場

か
ら
調
査
・
分
析
し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
経
営
破
た
ん
の
原
因

と
し
て
甘
い
事
業
計
画
や
財
務
管
理

た
。こ
の
要
望
書
で
は
、地
下
水
な
ど

の
水
資
源
を
国
民
共
有
の
財
産
、
公

水
と
位
置
付
け
、
保
全
と
利
用
に
関

す
る
法
整
備
を
国
へ
求
め
る
ほ
か
、

地
下
水
涵か
ん

養
に
必
要
な
水
を
確
保
す

る
た
め
の
水
利
権
緩
和
や
こ
れ
ら
に

必
要
な
費
用
へ
の
財
政
支
援
制
度
の

創
設
な
ど
も
要
望
し
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
「
松
本
盆
地
を
大

の
不
備
な
ど
を
指
摘
。
再
発
防
止
策

と
し
て
会
計
基
準
の
準
拠
、
監
査
体

制
の
確
保
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
な

ど
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
「
提
言
内
容
を
今
後

の
第
3
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
施
設
の
運

営
に
生
か
し
、
誤
り
の
な
い
行
政
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

き
な
水
が
め
と
と
ら
え
、
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
地
下
水
の
保
全
、
適

正
な
利
活
用
、
涵
養
に
向
け
た
取
り

組
み
や
広
域
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
な

ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

2
月
28
日
に
は
宮
澤
市
長
ら
が
環

境
省
な
ど
国
の
関
係
機
関
を
訪
れ
、

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

調査報告後会見する委員

11 市町村長が要望書に署名（２月 20 日）。
環境省で要望書を渡す宮澤市長（２月 27 日）

■
交
流
を
通
じ
安
曇
野
ら
し
さ
を
生
か
す　

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
報
告

■
地
域
防
災
の
強
化
に
向
け　

消
防
車
両
を
更
新

市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
検
討

委
員
会
（
委
員
長
・
清
水
愼し
ん
い
ち一
立
教

大
学
観
光
学
部
特
任
教
授
）
で
は
、

市
の
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
計
画
）

を
ま
と
め
2
月
27
日
、
上
條
和
男
副

委
員
長
が
本
庁
舎
で
宮
澤
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。
同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

安
曇
野
ら
し
い
暮
ら
し
・
生
き
方
を

観
光
の
基
盤
と
し
て
「
安
曇
野
暮
ら

し
5
カ
条
」
に
ま
と
め
、
こ
れ
を
よ

市
で
は
、
老
朽
化
し
た
小
型
ポ
ン

プ
付
き
積
載
車
2
台
を
更
新
し
、
市

消
防
団
第
8
分
団
第
3
部
（
明
科
南

陸
郷
）
と
第
10
分
団
第
１
部
（
穂
高

北
穂
高
）
に
配
置
し
ま
し
た
。
3
月

8
日
に
消
防
車
両
配
置
式
を
本
庁
舎

前
で
行
い
、
宮
澤
市
長
か
ら
寺て
ら
は
た畑

佳よ
し
じ司
団
長
へ
車
両
が
引
き
渡
さ
れ
ま

し
た
。

配
置
さ
れ
た
車
両
は
四
輪
駆
動
の

り
発
展
さ
せ
る
一
連
の
取
り
組
み
を

「
安
曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
施
策
と
し
て「
水
」

「
農
」「
歴
史
・
文
化
」
の
テ
ー
マ
ご

と
に
具
体
案
を
例
示
し
、
市
民
や
来

訪
者
双
方
の
力
で
、
地
域
資
源
や
暮

ら
し
を
磨
き
、
よ
り
魅
力
的
な
安
曇

野
に
す
る
こ
と
が
安
曇
野
市
ら
し
い

観
光
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
計
画
の
実
現
に
取
り
組

む
「
安
曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

会（
仮
称
）」の
設
置
も
提
唱
し
て
い

ま
す
。
計
画
の
実
施
期
間
は
平
成
25

年
か
ら
34
年
ま
で
10
年
間
で
す
。

報
告
を
受
け
、
宮
澤
市
長
は
「
安

曇
野
な
ら
で
は
の
素
材
を
生
か
し
、

市
民
と
来
訪
者
の
交
流
を
深
め
、
市

の
活
力
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で
、
高
性
能
の

小
型
ポ
ン
プ
の
ほ
か
、
夜
間
活
動
用

の
明
る
い
照
明
灯
や
救
護
用
の
担
架

を
備
え
、
防
災
力
を
一
層
強
化
し
ま

し
た
。
購
入
金
額
は
2
台
で
１
５
９

９
万
５
０
０
０
円
で
す
。

市
で
は
、
消
防
車
両
配
置
計
画
に

基
づ
き
、
購
入
後
15
年
か
ら
20
年
経

過
し
老
朽
化
し
た
車
両
と
消
防
ポ
ン

プ
を
毎
年
更
新
し
て
い
ま
す
。

新
車
両
を
受
け
取
っ
た
第
8
分
団

長
の
堀
内
秀し
ゅ
う
い
ち
一
さ
ん
（
明
科
七
貴
）

は
「
配
備
さ
れ
た
車
両
は
今
ま
で
よ

り
装
備
が
充
実
し
、
活
動
が
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
火
災
現
場
な
ど
で

慌
て
な
い
よ
う
訓
練
を
積
み
、
早
く

操
作
に
慣
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

宮澤市長へ報告書の内容を説明する上條副委員長

配置式で訓示をする宮澤市長
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市のつながりひろがる地域づくり事業補助
金活用団体の発表会が 3 月 2 日、くるりん広
場で開かれ、42 団体のうち 7 団体が日ごろ
の地域活動を発表しました。このうち補助を
活用した手作りの武者鎧

よろい

姿で手品を披露した
「盛り上げ隊」代表の宮島千里さん（堀金烏川）
は「活動を通じ、地域に笑顔の輪が広がれば」
と話してくれました。発表後には、参加者が
車座になり、「地域活動への若者の参加」や「他
団体や地域との連携」などを題材に、協働の
まちづくり推進に向けた討論を行いました。このほ
か会場では活動報告書の配布や、事業内容を
紹介するパネル展示や試食品の提供もあり、
それぞれの活動の情報交換を行いました。

国土交通省の手づくり郷
ふるさと

土賞の認定証授
与式が 2 月 20 日、穂高会館で行われ、環境
保全活動に取り組む三角島ふるさとの森プロ
ジェクト（場々洋介リーダー）が表彰されま
した。同プロジェクトは、万水川の河川改修
を機に平成 21 年に発足。市や県と連携しな
がら、万水川など 3 つの河川が合流する通称

「三角島」の環境保全活動や自然観察会など
に取り組んでいます。場々さんは「水と緑の
市民の森を目指して、将来はホタルが舞う場
所にしたい」と今後の目標を話しました。

穂高西部児童館で 3 月 5 日、親子対象のお
雛祭りが行われました。冒頭、市内の親子が
演じる劇団こまねずみの皆さんによる「ねず
みの嫁入り」を鑑賞後、親子で桜もちを作り
ました。会場には雛人形が飾られ、出来上がっ
た桜もちの香りが漂う中、参加した親子 20
組は、春のひと時を楽しみました。お子さん
の美

み ゆ

結ちゃんと参加した野沢美香さん（穂高
柏原）は「劇も面白く、桜もちづくりも親子
で楽しめました」と話してくれました。

3/2　つながりひろがる地域づくり事業成果発表会

2/20　国土交通省手づくり郷土賞認定証授与式
3/5　穂高西部児童館	お雛祭り

特色ある取り組みを紹介

三角島の水と緑を守るために雛
ひ な

まつりをみんなで楽しむ

タップダンス体験ワークショップが、3 月 9 日に穂
高交流学習センターみらいで開かれました。この催
しは、翌日 10 日に同会場で行われた公演に出演した
ダンスユニットＪ

ジェイ

-C
ク リ ッ ク

LICK の吉野寧
やすひろ

浩さんを講師に、
タップダンスやアイリッシュダンスに親しんでもらお
うと行われたものです。

講師の吉野さんは、気取らない雰囲気でタップダン
スを指導。参加者もそれに応えるように、徐々に足取
り軽く、熱心に練習していました。

親子で参加した遠藤幸
ゆ き こ

子さん（穂高柏原）は「ずっ
と興味のあったタップダンスを今回初めて体験し、リ
ズムを楽しみながら踊ることができました」と笑顔で
話してくれました。息子の馳

としむね

宗くん（穂高西小 2 年）は、
「たくさん踊って、汗をかきました」と新感覚のダン
スを楽しんでいました。

3/9　タップ・アンド・アイリッシュダンスワークショップ

新感覚ダンスを体験

春まちジョイントコンサート（市教育委員会主催）
が、2 月 24 日、穂高会館で行われました。この催しは、
穂高東中学校と穂高西中学校の吹奏楽部の生徒が東京
藝術大学の学生から演奏指導を受けた成果を発表する
ものです。旧穂高町時代に行った東京藝術大学の留学
生との芸術文化交流事業をきっかけに、平成 17 年度か
ら毎年行われているもので今回が 8 回目。本年度は、6
月と 11 月の 2 回、金管楽器、木管楽器を中心に楽器演
奏の指導を受けています。

コンサートでは、各中学校吹奏楽部の皆さんの演奏
に続き、東京藝術大学音楽部器学科の皆さんの弦楽四
重奏や木管五重奏などさまざまな楽器の演奏が行われ
ました。終わりに岡崎耕治さん（東京藝術大学音楽学
部器楽科招聘

へい

教授）の指揮により、参加者全員で「サ
ンライズマーチ」「ディズニー・メドレー」などを合同
演奏しました。穂高西中学 2 年で吹奏楽部部長の降籏
海
み ゆ う

友さんは「合同演奏をしたり、藝大生の皆さんの演
奏を聴いたり貴重な経験ができました。素晴らしい演
奏を聴いて新たな目標を見つけることもできました」
と話してくれました。

2/24　春まちジョイントコンサート

中学生が演奏指導の成果を発表

市消防団（寺畑佳
よ し じ

司団長）は、2 月 24 日
に 3 回目の「吹奏楽と消防ラッパのコンサー
ト」を、豊科公民館ホールで開催しました。
春の火災予防運動を前に、防火防災に関心
を持ってもらおうとこの時期に開催してい
るもので、この日集まった約 600 人の観衆
を前に、堂々と迫力ある演奏を披露しまし
た。コンサートは 3 部構成で行われ、1 部と
3 部で音楽部による吹奏楽が、2 部では喇叭
部が消防ラッパの演奏と併せ、消防団員の
一日をテーマにしたコミカルな寸劇を披露
し、会場を盛り上げました。

2/24　市消防団音楽喇叭隊演奏会

迫力ある演奏で無火災を呼び掛け
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安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
種
目
別

競
技
会
が
、
12
月
2
日
に
終
了
し
ま
し

た
。
10
月
か
ら
12
月
に
開
催
さ
れ
た
競

技
会
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

松
本
地
方
に
伝
わ
る

　
　
　
　

松
本
押
絵
雛ひ

な

旧
暦
に
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
桃
の
節
句

の
お
祝
い
を
す
る
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
は
立
体
的
な
雛ひ
な

人
形
を

飾
っ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
の
終
わ
り
か
ら
明

治
ま
で
、
大
半
の
家
で
写
真
の
よ
う
な
松
本

押
絵
雛
と
呼
ば
れ
る
お
雛
さ
ま
を
飾
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
起
源
は
江
戸
時
代
の
天
保
年
間

（
１
８
３
０
～
４
４
）で
、当
時
の
松
本
藩
主
・

戸
田
氏
が
、
殖
産
興
業
と
し
て
奨
励
し
、
藩

士
の
家
庭
で
内
職
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
押
絵
雛
は
、｢

ひ
い

な｣

と
し
て
、
松
本
藩
の
代
表
的
な
特
産
物

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
明
治
時
代
に
な
る
と

押
絵
雛
の
製
作
も
分
業
化
が
進
み
、
大
量
生

産
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

写
真
は
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
押
絵

雛
で
歌
舞
伎
の
代
表
的
な
演
目
「
仮か

な名
手で
ほ
ん本

忠ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

臣
蔵
」の
大お
お
ほ
し星
由ゆ
ら
の
す
け

良
助
を
模
し
て
い
ま
す
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化
　
そ
の
16

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

第
3
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

種
目
別
競
技
会
結
果

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

※
各
競
技
の
優
勝
者
・
団
体

《
ゴ
ル
フ
競
技
会
》

●
開
催
日　

10
月
4
日
（
木
）

●
場
所　

豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

●
男
子
一
般
の
部　

丸
山
天

●
男
子
シ
ニ
ア
の
部　

高
山
清
司

●
女
子
の
部　

永
塚
万
利

《
弓
道
競
技
会
》

●
開
催
日　

10
月
8
日
（
月
）

●
場
所　

豊
科
弓
道
場

個
人

●
中
学
の
部　

古
澤
成
真

●
高
校
・
一
般
の
部　

花
村
雪
乃

団
体

●
的
中
制　

豊
科
Ｈ
チ
ー
ム
（
丸
山
沙
季　

千
國
孝

明　

井
川
哲
雄
）

●
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制

　

豊
科
Ｇ
チ
ー
ム
（
丸
山
美
保　

谷
岡
駿

田
中
み
ゆ
き
）

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
》

●
開
催
日　

10
月
8
日
（
月
）

●
場
所　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館
他

●
フ
リ
ー
男
子
複
合　

羽
跳
敏
団
（
矢
島

隆
行　

大
久
保
彰
洋
）

●
フ
リ
ー
女
子
複
合

蟻
ケ
崎
高
校
（
井
原
奏　

宮
澤
玲
帆
）

●
フ
リ
ー
混
合
複
合　

羽
跳
敏
団
（
高
橋

泰
伸　

荒
井
キ
ヨ
子
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
複
合　

明
科
Jr
（
山
田
航
平　

岩
渕
柊
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
複
合

　

豊
科
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
丸
山
桃
花　

重
田
桃
伽
）

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
》

●
開
催
日　

10
月
28
日
（
日
）

●
場
所　

有
明
運
動
場

●
黒
岩
石
材

《
柔
道
競
技
会
》

●
開
催
日　

11
月
18
日
（
日
）

●
場
所　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館

個
人
戦

●
小
学
生
低
学
年
男
子　

松
井
紫
苑

●
小
学
生
低
学
年
女
子　

中
田
咲
希

●
小
学
生
高
学
年
男
子　

内
山
昭
一

●
小
学
生
高
学
年
女
子　

中
田
実
里

●
中
学
生
１
年
男
子　

横
瀬
大
騎

●
中
学
生
１
年
女
子　

丸
山
楓
花

●
中
学
生
２
・
３
年
生
男
子　

平
川
尚
紀

●
中
学
生
２
・
３
年
生
女
子　

細
川
万
優
子

●
一
般
男
子　

　

相
原
隆
希
（
三
郷
柔
道
ク
ラ
ブ
）

団
体
戦

●
小
学
生
低
学
年
男
子

　

穂
高
体
協
柔
道
部

●
小
学
生
高
学
年
男
子

ス
ポ
少
豊
科
柔
道
Ａ

●
小
学
生
高
学
年
女
子　

穂
高
体
協
柔
道
部

●
中
学
生
男
子　

三
郷
中
学
校

●
中
学
生
女
子　

豊
科
北
中
学
校
Ａ

●
一
般
男
子
団
体　

穂
高
体
協
柔
道
部

《
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
会
》

●
開
催
日　

11
月
18
日
（
日
）

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館
他

●
青
木
花
見
・
Ｄ
ｏ
ｌ
Ｐ
ｈ
ｉ
ｎ

《
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
会
》

●
開
催
日　

11
月
18
日
（
日
）

●
場
所　

豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施

設
体
育
館

●
イ
ー
ス
ト
ボ
ン
バ
ー
ズ

《
剣
道
競
技
会
》

●
開
催
日　

11
月
25
日
（
日
）

●
場
所　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館

個
人
戦

●
小
学
生
２
・
３
年
の
部　

勝
野
武

●
小
学
生
４
・
５
・
６
年
の
部　

萩
原
千
夏

●
中
学
生
男
子
の
部　

日
下
部
拓
海

●
中
学
生
女
子
の
部　

横
川
美
桜

●
一
般
女
子　

細
萱
真
希

●
一
般
男
子
初
段
以
下　

猿
田
優
介

●
一
般
男
子
二
段
以
上　

山
本
裕
貴

団
体
戦

●
一
般
の
部　

鵬
剣
友
会
Ａ

《
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
会
》

●
開
催
日　

12
月
2
日
（
日
）

●
場
所　

堀
金
多
目
的
屋
内
運
動
場
他

●
一
般
の
部　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部　

プ
レ
ー
ル
安
曇
野

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

豊
科
南
Ｓ
Ｃ

押絵雛
（穂高郷土資料館展示）

豊科郷土博物館

碌山公園研成ホール

豊科近代美術館 安曇野髙橋節郎記念美術館

田淵行男記念館

豊科郷土博物館　4672・5672

4682・0769

473・5638	673・6320 481・3030	682・0551

472・9964	688・2010

春の特別展　飯沼信義　画文集
「懐かしの思い出バス 120 景」原画展

長野県の小中学校・高校の校歌を数多く手がけた作
曲家・飯沼信義さんが描く、ボンネットバスのある風
景画展を開催します。遠い思い出となった光景を美術
館でお楽しみください。
●会期　４月 20 日（土）～６月２日（日）

午前９時～午後５時（入場は午後４時 30 分まで）
●会場　豊科近代美術館２階
●休館日　月曜日および４月 30 日 ( 火 )
●観覧料　大人 600（500）円、高校・大学生 400（300）

円、中学生以下無料
※（　）は 20 人以上の団体料金

　関連イベント【飯沼信義講演会】
●日時　５月 11 日（土）午後２時～
●会場　豊科近代美術館
●参加費　無料（ただし、入館料が必要です）

ギャラリー使用者募集
美術館では、２つのギャラリーの使用者を募集していま

す。「南の蔵」は、２階建ての白壁の土蔵で、「主屋」は
茅
かやぶき

葺屋根の古民家です。絵画・彫刻・陶芸・染色・写
真などの個展やグループ展のほか、コンサートや研修会
場としてご利用ください。
●期間　３月～ 11 月 午前９時～午後５時　12 月～

２月 午前９時～午後４時（最長２週間まで、半日
からの使用も可能）

●申し込み　使用日の６カ月前から７日前までに申
請書を提出してください。

●使用料　「南の蔵」１日 200 円
「主屋」３月～ 11 月は１日 2,400 円、12 月～２
月は１日 2,100 円（暖房使用 別途 １時間 100 円）

田淵行男写真展
『山の紋章・雪

ゆきがた

形』が出来るまで
雪形は、山名となって定着するなど多くの人から親

しまれています。雪形が定着した背景には、田淵行男
の大著『山の紋章・雪形』の刊行が大きく影響してい
ます。
　本展では田淵が語る雪形の魅
力を、出版の構想段階から収集
した資料や入稿原稿用のプリン
トなどを展示し、完成するまで
の経過とともに紹介します。
●会期　６月２日（日）まで

美しい蝶の図鑑をつくりたい
『田淵行男、蝶の細密画の原点』

田淵行男は、17 歳ごろから 40 歳代半ばまで、蝶
の絵を約 30 年の長きにわたって描き続けました。本
展では現存する約 350 点ある田淵が描いた蝶の細密
画の中から、学生時代から教師時代に描いた作品約
20 点を展示します。
●会期　６月 16 日（日）まで
●休館日　毎週月曜日（４月 29 日は開館）、祝日の

翌日（４月 30 日、５月７日）、６月４日（火）は
展示替え作業のため休館。

※５月３日～６日は開館します。
●入館料　高校生以上 300 円

「第 29 回 白鳥写真展」
郷土博物館では、第 29 回目となる公募による白鳥

写真展を開催します。安曇野で越冬する冬鳥の代表と
もいえる白鳥。厳しい自然の中で、生きる白鳥の生態
を間近でご覧ください。
●会期　４月６日（土）～５月６日（月）
●会場　豊科郷土博物館　１階展示室
●開館時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時

30 分まで）
●入館料　大人 100（80）円

※（　）は 20 人以上の団体料金
●休館日　月曜日
（月曜が祝日の場合は翌日）

風と光の詩
相島　謙次郎・あいしま　たかこ　洋画展

四季折々の安曇野の風景や草花などを中心に、洋画
約 40 点を展示します。
●日時　４月５日（金）～７日（日）

午前 10 時～午後５時（最終日は午後４時まで）
●入場料　無料
●問い合わせ先　相島 謙次郎さん（40261・62・9019）

第 22 回 一線美術会長野県支部展
県内在住の９人の作家の風景、人物、静物など約

30 点の絵画を展示します。
●日時　4 月 18 日（木）～ 23 日（火）

午前９時～午後５時（最終日は午後４時まで）
●入場料　無料
●問い合わせ先　北川原 清さん（40261・62・4753）

酒井 洌さん（4026・267・2265）

木下忠頼さん撮影

主屋での展示

田淵行男撮影
《中岳「舞姫」》1966 年

　　　田淵行男画
『オオベニモンアゲハ』1924 年

Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。
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図書館映画上映会（入場無料） 
「海炭市叙景」第 1 部

2010 年  日本〈上映時間 80 分〉

●日時　12 日（金）
　　　　開場 18：30　上映 19：00 ～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　17日（水）
　　　　　　　　　　午後4時15分～
　　　　　　●場所　中央図書館
　　　　　　　　　　おはなしのへや

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　3・10・17 日（各水曜日）
 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　20 日（土） 10：30 ～（乳幼児対象）
 11：20 ～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　19 日（金） 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　19 日（金） 16：30 ～（幼児以上対象） 
◇　三郷図書館　ポケットの会
　　三郷公民館児童室
　　13 日（土） 10：30 ～（乳幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　16 日（火） 10：30 ～（乳幼児対象）
　　16 日（火） 16：20 ～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会
　　明科図書館内おはなしの部屋
　　27 日（土） 11：00 ～（乳幼児以上対象）

4月の図書館イベント Public Library

図書館

お
す
す
め
の
一
冊

モ
モ

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
作

大
島
か
お
り
訳

紹介する人

小谷雪
ゆ き の

乃さん
（三郷小 5 年）

自
分
の
家
族
や
年
齢
さ
え
分
か
ら
な
い
け

ど
、
不
思
議
な
力
を
持
っ
た
女
の
子
、
主
人

公
の
モ
モ
。
あ
る
日
、
人
々
か
ら
時
間
を
盗

む
灰
色
の
男
た
ち
に
出
会
い
、
自
分
の
時
間

を
盗
ま
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
モ
モ

の
周
り
の
大
人
た
ち
は
、
時
間
ど
ろ
ぼ
う
に

時
間
を
う
ば
わ
れ
、
毎
日
せ
か
せ
か
と
暮
ら

す
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
モ
モ
は

人
々
の
時
間
を
取
り
返
す
た
め
、
戦
い
に
挑

み
ま
す
が
…
。

こ
の
物
語
に
は
、
モ
モ
の
手
助
け
を
す
る

カ
メ
の
カ
シ
オ
ペ
ア
や
、
後
ろ
向
き
で
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
さ
か
さ
ま
小こ
う
じ路
」、

マ
イ
ス
タ
ー
・
ホ
ラ
が
住
む
「
ど
こ
に
も
な

い
家
」
な
ど
、
ふ
し
ぎ
な
生
き
物
や
家
な
ど

が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
私
は
あ
っ
と
い
う

間
に
話
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
何
度
読
ん
で
も
、
ふ
し
ぎ
で
時
間
の
大

切
さ
が
分
か
る
物
語
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

平成 25年度安曇野市図書館カレンダー（前期）

は休館日、館内整理日　　　　　　は特別整理期間　　　　※祝日は開館します。

●中央図書館

tel 84-0111

●豊科図書館

tel 71-4022

●三郷図書館

tel 76-3078

●堀金図書館

tel 72-5796

●明科図書館

tel 62-1122

4

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 28 29 30 28 29 30 28 29 30 28 29 30

5

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18 12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25 19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31

6

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 1 1 1

2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29 23 24 25 26 27 28 29

30 30 30 30 30

7

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 28 29 30 31 28 29 30 31 28 29 30 31 28 29 30 31

8

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10 4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17 11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24 18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31

9

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28

29 30 29 30 29 30 29 30 29 30

館　名
開館時間

月曜日～金曜日 土曜日・日曜日・祝日

中央図書館 午前９時～午後 8 時 午前９時～午後６時

豊科・三郷・堀金・
明科図書館

午前 10 時～午後 6 時

問安曇野市中央図書館　484・0111 684・0116

◆◆◆初めて図書館を利用する皆さんへ◆◆◆
「図書貸出願」に必要事項を記入し、カウンターへお出しく

ださい。また、住所・氏名・生年月日が確認できるもの（免許証、
保険証等）をご用意ください。発行される「図書館利用者カ
ード」で図書等を借りることができます。

小学生以下は、保護者がお申し込みください。
○ カードは、原則、本人以外は使用できません。
○ カードの有効期限は３年です。
○ 市内５つの図書館で共通して使えます。

中
央
図
書
館
で
は
、
館
内
で
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

《
と
し
ょ
か
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
》

●
内
容　

▽
図
書
館
の
利
用
者
案
内 

▽
館
内
の
美
化 
▽
図
書
の
装
備
・

修
理 

▽
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
や
ラ
ベ
ル

貼
り 

▽
書
架
へ
の
本
の
返
却 
▽
書

架
の
整
理
な
ど

●
活
動
時
間　

中
央
図
書
館
が
開
館
し

て
い
る
時
間
帯
お
よ
び
館
内
整
理
日

の
午
後

●
参
加
条
件　

活
動
を
始
め
る
前
に
2

時
間
程
度
の
研
修
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。

《
お
は
な
し
サ
ポ
ー
タ
ー
》

●
内
容　

毎
週
水
曜
日
に
開
催
す
る
乳

幼
児
向
け
の
お
は
な
し
会
（
30
分
程

度
）
で
、
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。
月
に
１
回
程
度

で
、
図
書
館
が
主
催
す
る
研
修
講
座

へ
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
活
動
時
間　

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
10
分
か
ら
11
時
ま
で

●
参
加
条
件　

図
書
館
が
主
催
す
る
研

修
会
に
参
加
で
き
る
人
（
年
間
を
通

じ
て
参
加
で
き
る
こ
と
）

《
朗
読
協
力
者
（
音
訳
編
集
者
）》

　
　
　
　
　
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

●
内
容　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
提

供
す
る
広
報
や
郷
土
資
料
の
音
声
デ

ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
し
ま
す
。

●
活
動
時
間　

中
央
図
書
館
の
開
館
し

て
い
る
時
間
帯
で
、
図
書
館
の
要
請

に
応
じ
て
活
動
し
ま
す
。

●
参
加
条
件　

▽
パ
ソ
コ
ン
で
文
書
や

表
作
成
な
ど
基
本
操
作
が
で
き
る
人

▽
図
書
館
が
主
催
す
る
研
修
会
に
参

加
で
き
る
人
（
月
１
回
程
度
）

共
通
事
項

●
募
集
対
象
者　

図
書
館
の
仕
事
に
関

心
が
あ
り
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
18

歳
以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

●
募
集
期
間　

4
月
20
日
（
土
）
ま
で

（
そ
の
後
も
随
時
受
付
）

●
申
込
方
法　

中
央
図
書
館
の
窓
口
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

中
央
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集中

央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６



Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明教

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
複
合
施
設

教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

認
定
調
査
や
支
給
認
定
な
ど
の
手
続

き
を
経
て
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

●
申
請
先　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

4
月
1
日
か
ら
育
成
医
療
の
申
請
窓

口
が
県
か
ら
市
に
変
わ
り
ま
す
。

●
対
象
者　

肢
体
不
自
由
・
視
覚
・
聴

覚
・
音
声
・
言
語
・
そ
し
ゃ
く
機
能

障
害
ま
た
は
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
小

腸
機
能
障
害
な
ど
で
、
医
療
を
行
わ

な
い
と
将
来
障
害
を
残
す
と
認
め
ら

れ
る
18
歳
未
満
の
児
童
で
、
確
実
な

治
療
効
果
が
期
待
で
き
る
人

●
内
容　

指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
受

け
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

●
申
請
先　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

毎
年
4
月
2
日
は
世
界
自
閉
症
啓
発

デ
ー
、
ま
た
、
4
月
2
日
か
ら
8
日
は

発
達
障
害
啓
発
週
間
で
す
。

自
閉
症
や
発
達
障
害
を
持
つ
人
は
、

他
人
の
気
持
ち
や
感
情
を
理
解
す
る
こ

と
、
新
し
い
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
な

ど
が
苦
手
で
す
。
周
囲
の
人
は
、
そ
の

人
の
状
況
に
応
じ
て
、
穏
や
か
に
根
気

よ
く
接
す
る
こ
と
で
良
い
関
係
が
築
け

ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
閉
症
を
は
じ
め

と
す
る
発
達
障
害
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
ま
し
ょ
う
。

4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
障
害
者
総
合

支
援
法
の
対
象
に
、
難
病
な
ど
が
加
わ

り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

所
持
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
と

認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
対
象
者　

対
象
疾
患（
１
３
０
種
類
）

に
よ
る
障
害
が
あ
る
人
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き　

対
象
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
証
明
書
（
診
断
書

ま
た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
な

ど
）
を
持
参
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
障
害
程
度
区
分
の

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

市
で
は
、
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
基
づ
く
、
平
成
25
年
度
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
指
定
候
補
事
業
者
を
公
募
し

ま
す
。

●
募
集
サ
ー
ビ
ス　

小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護

●
定
員　

18
～
25
人

●
整
備
地
域　

豊
科
地
域

●
受
付
期
間　

4
月
１
日
（
月
）
～
30

日
（
火
）
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
※
厳
守

●
申
請
先　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

※
郵
送
不
可

●
応
募
資
格　

市
内
に
事
務
所
を
置
く

法
人

●
申
請
書
類　

申
請
書
の
様
式
・
公
募

要
項
は
、
高
齢
者
介
護
課
窓
口
で
入

手
す
る
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

烏
川
体
験
農
場
で
は
、
野
菜
な
ど
の

栽
培
技
術
習
得
と
、
農
業
者
の
育
成
の

た
め
、
平
成
25
年
度
の
新
規
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
活
動
期
間　

5
月
か
ら
9
月
ま
で

●
活
動
日　

不
定
期
（
開
催
日
は
随
時

連
絡
し
ま
す
。）

●
場
所　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
烏
川
支
所
北

●
内
容　

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
の
指
導
を

受
け
、
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
、
赤
し
そ
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
を
栽
培
し
ま
す
。
希

望
に
よ
り
秋
冬
野
菜
の
栽
培
に
も
取

り
組
み
ま
す
。
土
づ
く
り
か
ら
始
め

る
の
で
初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。

●
年
会
費　

正
会
員
１
万
円
、
準
会
員

１
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

4
月
1
日
（
月
）
か
ら

19
日
（
金
）
の
間
に
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
平
日
の
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

市
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
が
必
要

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
に
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
、

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
例　

▽
チ
ー
ム

を
組
ん
で
、
生
徒
の
習
熟
度
に
合

わ
せ
た
学
習
指
導
▽
花
壇
づ
く
り

な
ど
の
環
境
整
備
活
動
▽
小
学
校
の

ク
ラ
ブ
活
動
（
草
木
染
め
、
陶
芸
な

ど
）
の
指
導
▽
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
お
け
る
講
座
の
指
導
な
ど

●
申
し
込
み　

所
定
の
「
人
材
バ
ン
ク

登
録
カ
ー
ド
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま

す
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

問
教
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

62
・
０
１
３
３ 

62
・
５
７
２
１
）

烏
川
体
験
農
場 

会
員
の
募
集

問
堀
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

72
・
３
１
０
６
㈹ 

72
・
４
９
０
０
）

難
病
等
も
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
な
り
ま
す

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
指
定
候
補

事
業
者
の
募
集

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
保
険
係

（

81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

の
窓
口
が
市
に
変
わ
り
ま
す

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

自
閉
症
や
発
達
障
害
に

正
し
い
理
解
を

問
子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室

（

71
・
３
０
１
０ 

73
・
５
７
７
５
）

祉

福

集

募

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の（
2
月
20
日
発
行
）160
号

●
５
ペ
ー
ジ
「
お
す
す
め
の一
冊
」
著
者

【
誤
】
根
津
誠
【
正
】
根
深
誠

別
冊
健
診
こ
よ
み
（
３
月
６
日
発
行
）

●
６
ペ
ー
ジ
「
10
か
月
児
健
康
相
談
」

　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー
実
施
日

【
誤
】
5
／
7
（
月
）【
正
】
5
／
7
（
火
）

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

茶道指導の様子

短く分かりやす
い説明をする

安心できる
環境を整える

具体的に
話す

自閉症や発達障害の人と
会話・接する時には
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寄附寄贈 12/27 ～２/28　　　　　　【敬称略】
▷花岡孝安　1 万 1,000 円　【ふるさと寄附】水のプ
ロジェクト　▷ GAC 株式会社代表取締役社長　大矢
修三　プライベートルーム（４張、20 万円相当）災
害用装備品として市へ　▷寺口良英　10 万円　子ど
も図書館図書購入のため　▷（株）安曇野ビルディ
ング　トランポリン一式　堀金児童館へ　▷熊井明
子　①熊井啓監督資料 258 点　熊井啓記念館へ②熊
井啓監督蔵書 53 点　市図書館へ③熊井啓監督・熊
井明子著書 16 点　市内各中学校へ　▷ JA あづみ生
き活き塾　菜の花プロジェクト安曇野代表　小林あ
や子　菜種油 84 本、ひまわり油 70 本　市内各学校
給食センターへ

●
試
行
期
間　

3
月
中
は
バ
ー
な
ど
が
稼

働
し
ま
す
が
、
ど
な
た
も
無
料
で
す
。

安
曇
野
に
残
る
屋
敷
林
と
歴
史
的
な

町
並
み
を
通
し
て
、
未
来
の
生
活
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
屋
敷
林

の
ほ
か
に
、
古
民
家
や
歴
史
的
建
造
物

を
取
り
上
げ
、
安
曇
野
の
景
観
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
入
場
は
無
料
、
事
前
の

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
日
時　

3
月
31
日（
日
）午
後
1
時
30

分
～
4
時
30
分（
午
後
1
時
～
受
付
）

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」

公
園
で
は
ゴ
ミ
や
吸
殻
な
ど
は
、
必

ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
家
庭
で
も
、
子
ど
も
に
お
菓
子
の

包
み
紙
や
空
き
缶
な
ど
は
自
宅
ま
で
持

ち
帰
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
ご
指
導
を

お
願
い
し
ま
す
。
皆
で
協
力
し
て
い
つ

ま
で
も
き
れ
い
で
、
美
し
い
公
園
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

安
曇
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
東
の
市

営
駐
車
場
は
、
高
速
乗
り
合
い
バ
ス
の

利
用
促
進
の
た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
目
的
外
利
用
の
車
が
多
く
、
本
来

の
利
用
者
が
停
め
ら
れ
な
い
状
態
で
し

た
。
そ
こ
で
、
高
速
乗
り
合
い
バ
ス
利

用
者
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
４

月
１
日
か
ら
有
料
化
し
ま
す
。

●
料
金　

▽
30
分
以
内
の
利
用　

無
料

▽
高
速
乗
り
合
い
バ
ス
利
用
者　

最

初
の
24
時
間
は
無
料
、
そ
の
後
は
24

時
間
ご
と
に
２
０
０
円
▽
そ
の
他
の

利
用
者　

24
時
間
ご
と
に
５
０
０
円

●
利
用
方
法　

▽
入
場
の
際
に
南
側
入

り
口
の
発
券
機
で
駐
車
券
を
受
け
取

り
、
出
場
の
際
に
北
側
の
出
口
で
精

算
を
し
て
く
だ
さ
い
。
▽
高
速
乗
り

合
い
バ
ス
の
利
用
者
は
、
バ
ス
を
降

り
る
際
に
、
乗
務
員
に
申
し
出
て
、

「
乗
車
証
明
券
」
を
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。
精
算
機
に
駐
車
券
に
続

い
て
乗
車
証
明
券
を
挿
入
す
る
こ
と

で
、
割
引
料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 り

く

づ

ち

ま安
曇
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

市
営
駐
車
場
を
有
料
化
し
ま
す

問
穂
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

安
曇
野
屋
敷
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

問
穂
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

公
園
を
い
つ
ま
で
も
美
し
く

問
豊
都
市
計
画
課
公
園
緑
地
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

2 月分の空間放射線量
　いずれの地点においても健康に影響のない値でした。
詳しくは、市ホームページをご覧ください。
問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

2/5（火） 2/12（火） 2/19（火） 2/26（火）
本 庁 舎 0.11 0.10 0.12 0.11
豊科庁舎 0.09 0.09 0.08 0.09
穂高庁舎 0.10 0.11 0.09 0.10
三郷庁舎 0.09 0.09 0.08 0.09
堀金庁舎 0.10 0.10 0.08 0.09
明科庁舎 0.08 0.08 0.08 0.09
穂高健康

支援センター 0.10 0.11 0.09 0.10

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

縦覧帳簿と固定資産課税台帳

縦覧帳簿の縦覧
固定資産税の納税者は、自分の所有する固定

資産と、他の固定資産を比較するため、土地価
格等縦覧帳簿と家屋価格等縦覧帳簿を次のとお
り縦覧できます。
●縦覧期間および時間　４月１日（月）～ 30 日
（火）（閉庁日は除く）午前 8 時 30 分～午後 5
時 15 分

●縦覧場所　豊科総合支所内資産税課
●縦覧できる人　平成 25 年度に市内の土地また

は家屋の固定資産税を納税する人
●持ち物　▷本人であることを確認できるもの
（運転免許証など）▷代理人の場合は、本人か
らの委任状と代理人を確認できるもの（運転
免許証など）

●手数料　無料

固定資産課税台帳の閲覧
４月 1 日から平成 25 年度の課税台帳を閲覧で

きます。（閉庁日を除く）
●閲覧場所　豊科総合支所内資産税課、または

各総合支所地域支援課地域担当
●持ち物　▷本人であることを確認できるもの
（運転免許証など）▷代理人の場合は、本人か
らの委任状と代理人を確認できるもの（運転
免許証など）▷借地借家人が該当する固定資
産の課税台帳を閲覧する場合は、賃貸借契約
書など、当該資格を証明する書面

●手数料　１通 300 円（※縦覧期間中は無料）

固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
に
、
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
所
在

す
る
市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
は
、
4
月
9
日
（
火
）
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。
固
定
資
産
の
評
価
額
な

ど
を
記
載
し
た
課
税
明
細
書
を
同
封
し

ま
す
の
で
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税
の
納
期
限

は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
1
期　

4
月
30
日
（
火
）

第
2
期　

7
月
31
日
（
水
）

第
3
期　

12
月
25
日
（
水
）

第
4
期　

平
成
26
年
2
月
28
日
（
金
）

豊
科
地
域
の
都
市
計
画
法
に
よ
る
線

引
き
制
度
が
昨
年
末
廃
止
さ
れ
、
本
年

度
か
ら
旧
市
街
化
区
域
内
農
地
は
一
般

農
地
の
評
価
に
変
わ
り
ま
す
。
関
係
土

地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
事
前
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
旧
市
街
化
調
整
区
域
内
の

農
地
の
評
価
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

市
で
は
税
負
担
の
公
平
の
観
点
か

ら
、
土
地
に
つ
い
て
は
現
況
地
目
調
査

を
、
家
屋
に
つ
い
て
は
特
定
調
査
（
全

棟
調
査
）を
随
時
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

職
員
が
調
査
に
伺
っ
た
際
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

豊
科
地
域
の
線
引
き
廃
止
に

　

伴
う
土
地
の
評
価
替
え

固
定
資
産
税
の
調
査
に
つ
い
て

	

問
豊
科
総
合
支
所
内
資
産
税
課

    

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

大菊３本立　
菊作り講習会

初心者歓迎。菊作りは基礎から学べば
そう難しいものではありません。あづ
み野秋香会のメンバーが親切丁寧に指
導します。

日：４月６日（土）13：30～
以降10月までの菊の生長に
合わせて月１～２回を予定

場：碌山公園研成ホール

定：20 人
料：年間

1,000 円（テ
キスト代含む）

申：あづみ野秋香会　塩入登さん
（482・4447）

アフリカへ毛布を
送る運動

アフリカの人たちに毛布を送る運動を
行っています。右記会場へ持参してく
ださい。皆さんの善意で清潔な毛布の
提供をお願いします。布にメッセージ
やイラストを書き、毛布に縫い付ける
と喜ばれます。

日：4 月 10 日（水）
10：00 ～ 15：00

場：ザ・ビック穂高店前

問：アフリカへ毛布を送る運動
安曇野市推進協議会事務局長
熊井さん（482・5170）

※持参できない場合、連絡いた
だければ毛布を取りに伺います。

日：４月 21 日（日）
10：00 ～ 15：00

場：豊科老人センター

測定
結果

ご確認ください
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持
ち
物

○
登
録
済
み
の
犬

・
予
防
注
射
料
金
お
よ
び
手
数
料

３
２
２
０
円

・
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
実
施
に
つ
い

て
の
ハ
ガ
キ

○
未
登
録
の
犬

・
新
規
登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

※
一
頭
あ
た
り
の
料
金
で
す
。

※
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

注
意
事
項

○
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、
生
涯

に
１
度
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
が
狂
犬
病
予
防
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
怠
る
と
、

20
万
円
以
下
の
罰
金
な
ど
の
罰
則
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

○
次
に
該
当
す
る
犬
は
、
動
物
病
院
で

診
察
を
受
け
て
か
ら
予
防
注
射
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る
犬

②
現
在
治
療
を
受
け
て
い
る
犬

③
過
去
に
予
防
注
射
接
種
後
に
異
常

　

を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
犬

○
犬
を
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ
る
人
が
付

き
添
い
、
首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○
会
場
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
、
フ
ン
等

は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

お忘れなく！
愛犬の登録と
狂犬病予防注射

市では、次のとおり犬の登録と狂犬病予防注射を行います。
日程をご確認の上、都合の良い場所で受けてください。
なお、雨天の場合も行います。
（どこの会場でも新規登録・予防注射ができます）

明　科　地　域
問明科総合支所地域支援課 462・3001 ㈹

三　郷　地　域
問三郷総合支所地域支援課 477・3111 ㈹

堀　金　地　域
問堀金総合支所地域支援課 472・3106 ㈹

穂　高　地　域
問穂高総合支所地域支援課 482・3131 ㈹

豊　科　地　域
問豊科総合支所地域支援課 472・3111 ㈹

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

４月９日（火）

9：00～ 9：20 熊倉 柳原道祖神前
　9：30～10：00 熊倉公民館
10：10～10：40 アルプス区公民館
10：50～11：00 田沢 南原集会所
11：10～11：20 田沢区公民館
13：00～13：20 光農業生活改善センター
13：30～13：50 桜坂区公民館
14：00～14：15 大口沢公民館
14：25～14：45 小瀬幅農業生活改善センター

11日（木）

　9：00～ 9：30 新田公民館
9：40～10：10 豊科近代美術館駐車場

10：20～10：50 寺所公民館
11：00～11：20 徳治郎公民館
13：00～13：20 踏入コミュニティセンター
13：30～13：50 重柳公民館
14：00～14：20 殿村公民館
14：30～14：50 細萱公民館

16日（火）

9：00～ 9：20 JR 梓橋駅前
　9：30～10：00 たつみ原区公民館
10：10～10：30 飯田公民館
10：40～11：00 下飯田公民館
11：10～11：30 中曽根公民館
13：00～13：30 真々部公民館
13：40～14：00 上鳥羽地域農業推進拠点施設
14：10～14：30 下鳥羽地域構造改善センター

18日（木）

9：00～ 9：20 豊科近代美術館駐車場
　9：30～10：00 成相コミュニティセンター
10：10～10：25 吉野 荒井お堂前
10：35～10：55 本村公民館
11：10～11：20 細萱公民館
13：00～13：20 重柳公民館
13：30～13：50 踏入コミュニティセンター
14：00～14：20 野田集会所
14：30～14：50 アルプス区公民館

24日（水）

9：00～ 9：20 新田公民館
9：30～ 9：50 成相コミュニティセンター

10：00～10：20 本村公民館
10：30～10：50 吉野 荒井お堂前
11：00～11：20 寺所公民館
13：00～13：20 たつみ原区公民館
13：30～13：50 真々部公民館
14：00～14：20 上鳥羽地域農業推進拠点施設
14：30～14：50 下鳥羽地域構造改善センター

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

４月９日（火）

9：30～ 9：50 田多井公民館
10：00～10：15 田尻元稚蚕所西ごみ集積所前
10：25～10：40 旧小田多井公民館跡地
10：50～11：05 中堀神社東空地
11：15～11：30 下堀公民館
13：10～13：25 上堀地域構造改善センター
13：35～13：50 倉田構造改善センター

12日（金）

9：30～ 9：45 岩原公民館西側
9：55～10：10 扇町区構造改善センター

10：20～10：35 下堀公園ごみ集積所前
10：45～11：00 下堀田圃集会所
11：10～11：25 上堀南原集会所
13：10～13：25 田尻公民館
13：35～13：50 田多井元南部詰所

16日（火）

9：30～ 9：45 下堀公民館
9：55～10：10 岩原公民館西側

10：20～10：35 田多井公民館
10：45～11：05 堀金総合支所

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

4月16日（火）

9：30～ 9：40 上押野上手木戸バス停
9：45～ 9：55 上押野営農センター

10：00～10：10 押野集会施設
10：15～10：30 下押野集会センター
10：35～10：45 塩川原農業研修センター
10：50～11：00 荻原教員住宅跡（資源ステーション）
11：05～11：15 荻原農村都市交流センター
11：20～11：30 中村農業生活改善センター
11：35～11：45 小泉農業研修センター
13：00～13：10 上生野公民館
13：15～13：25 明科北保育園駐車場
13：35～13：45 大足地区コミュニティー集会施設
13：55～14：05 水産試験場前
14：10～14：20 明科体育館北側駐車場

17日（水）

9：00～ 9：10 潮農業生活改善施設
9：20～ 9：30 山中農業研修センター
9：35～ 9：45 潮沢公民館
9：55～10：15 明科総合支所北　防災倉庫前

10：25～10：35 せせらぎ駐車場南側
10：40～10：50 中耕地公民館
10：55～11：10 宮本公民館
11：15～11：25 北村集会所
11：30～11：40 中条集会センター
11：45～11：55 天神原農業生活改善施設

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

4月11日（木）

9：00～ 9：30 一日市場公民館
9：40～10：10 JR 一日市場駅前

10：20～10：30 見岳町集会所
10：40～11：10 七日市場公民館
11：20～11：40 及木公民館
13：00～13：30 中萱公民館
13：40～14：00 東中萱集会所

18日（木）

9：00～ 9：20 住吉公民館
9：30～10：00 楡公民館

10：10～10：40 二木公民館
10：50～11：20 下長尾公民館

22日（月）

9：00～ 9：30 上長尾公民館
9：40～10：10 野澤公民館

10：20～10：40 室町公民館
10：50～11：10 東小倉第一集会所
11：20～11：40 東小倉公民館
13：00～13：20 南小倉公民館
13：30～14：00 北小倉公民館

24日（水）

9：00～ 9：30 三郷総合支所前駐車場
9：40～10：00 一日市場公民館

10：10～10：30 中萱公民館
10：45～11：05 小倉多目的研修センター
11：20～11：40 野澤公民館

月　　　日 時　　　間 会　　　　　場

４月9日（火）

9：30～ 9：50 等々力会館
10：00～10：20 三枚橋公園
10：30～10：50 白金公民館
11：00～11：20 矢原公民館
11：30～11：50 宮嶋電器隣ごみステーション
13：20～13：50 柏原会館
14：00～14：30 JA 西穂高支所前
14：40～15：00 久保田公民館

11日（木）

9：20～ 9：40 狐島公民館
9：50～10：10 青木花見公民館

10：20～10：40 島新田会館
10：50～11：10 立足会館
11：20～11：40 古厩会館
13：20～13：50 新屋公民館
14：00～14：20 北矢村集会所
14：30～14：50 宮城会館

15日（月）

9：30～10：00 等々力町公民館
10：10～10：40 本郷公会堂
10：50～11：10 西原公民館
11：20～11：40 田中麦大豆センター
13：10～13：30 上原公民館
13：40～14：00 塚原公民館
14：10～14：40 牧公民館

17日（水）

9：30～10：00 勤労者福祉センター
10：10～10：30 橋爪公民館
10：40～11：00 耳塚公民館
11：10～11：30 嵩下公民館
13：10～13：30 小岩岳公民館
13：40～14：00 豊里公民館
14：10～14：30 富田公民館

21日（日）

9：30～10：00 穂高総合支所
10：10～10：30 柏原会館
10：40～11：00 久保田公民館
11：10～11：30 上原公民館
13：10～13：30 新屋公民館
13：40～14：00 立足会館
14：10～14：30 青木花見公民館

27日（土）

9：00～ 9：20 ＪＡ西穂高支所前
9：35～ 9：50 牧公民館

10：00～10：20 ビフ穂高北スポーツ公園
10：35～10：50 古厩会館
11：00～11：15 青木花見公民館
11：25～11：45 勤労者福祉センター

飼い主さん　マナーを守りましょう！

楽しい散歩の時間も周囲への配慮を忘れずに
◎フンの後始末は飼い主の義務です。
◎犬を放すのは危険です。必ずつなぎましょう。
◎首輪に「鑑札」「狂犬病予防注射済票」を付けましょう。

忘れずに
連れて行ってね！



242013.3.27　広報あづみの25 広報あづみの　2013.3.27

山
火
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

山
火
事
は
、
延
焼
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ

と
や
、
火
の
粉
が
飛
散
し
同
時
多
発
的
に

着
火
延
焼
し
、
消
火
活
動
が
困
難
に
な
り

ま
す
。

出
火
原
因
の
多
く
は
小
さ
な
火
種
か
ら

春
は
降
水
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾
燥

し
、
季
節
風
も
吹
く
な
ど
山
火
事
の
発
生

し
や
す
い
気
象
条
件
が
重
な
り
ま
す
。

小
さ
な
火
種
が
、
大
き
な
山
火
事
に
な

り
ま
す
。火
を
取
扱
う
際
に
は
油
断
せ
ず
、

十
分
に
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
な
ど
に
よ
る

サ
ル
追
い
払
い
に
は
注
意
を

県
内
で
サ
ル
追
い
払
い
の
花
火
に
よ
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
花

火
で
サ
ル
を
追
い
払
う
場
合
、
人
家
や
人

に
向
け
て
の
発
射
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。 

花
火
を
使
用
し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す

れ
ば
、使
用
し
た
人
の
責
任
に
な
り
ま
す
。

花
火
を
使
用
す
る
際
は
、
近
く
に
「
住
宅

が
な
い
か
」、「
人
が
い
な
い
か
」、「
火
事

に
な
ら
な
い
か
」
な
ど
、
場
所
・
時
間
・

時
期
な
ど
を
よ
く
確
認
・
判
断
し
、
マ
ナ

ー
を
守
っ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
歯
ぐ
き
は

　
　
　
　
　

健
康
で
す
か
？

　

糖
尿
病
と
歯
周
病
は
、
互
い
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
合
う
関
係
で
す
。
歯
周
病

は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
妨
げ
、
糖

尿
病
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
糖
尿
病
も
、

抵
抗
力
の
低
下
や
代
謝
異
常
な
ど
か
ら

歯
周
病
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
生
活

習
慣
や
毎
日
の
歯
み
が
き
を
見
直
す
こ

と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
防
、
改
善
に
つ

な
が
り
ま
す
。

★
歯
周
病
を
防
ぐ
た
め
の
生
活
習
慣

●
丁
寧
な
歯
み
が
き
を
す
る

●
両
方
の
奥
歯
で
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

●
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

●
口
を
閉
じ
る
習
慣
を
つ
け
る

●
歯
ぎ
し
り
・
く
い
し
ば
り
を
し
な
い

●
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

★
今
日
か
ら
で
き
る
、セ
ル
フ
ケ
ア

　
歯
み
が
き
の
コ
ツ

★
さ
ら
に
・・・

　

よ
く
磨
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
必

ず
磨
き
残
し
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

生活習慣病である糖尿病（２型）の予防のポイン
トは体の中で血糖値を下げる働きのあるインスリ
ンを節約することです。２年間掲載してきた糖尿
病予防シリーズですが、今回で最終回です。今後
も糖尿病を予防し、健康に過ごしましょう。最終
回の今回は、インスリンの働きを妨げる歯周病の
予防についてのお話です。

 
 

NO.12（全 12 回）

糖尿病を予防する

材料（4 人分）
大豆 １カップ
玉ねぎ 1/2個
大根 ５㌢
ニンジン 1/2本
ゴボウ 1/2本
ちくわ 1本
野沢菜漬け 少々

塩 小さじ１
酢 大さじ１
みりん 大さじ１
みそ 大さじ１
昆布 適宜（細切り）

みそ 大さじ４
ショウガ お好みで

三郷公民館では、2月 28 日にスープの会代表
の山本則

の り こ

子さんを講師に、「見直しましょう日
本食」料理教室を開催しました。

「食」で育む健康で豊かな人づくり

呉
ご

　汁
じ る

①：良く洗って、一晩水に浸した大豆と、水３カッ
プをミキサーにかける。

②：鍋に野菜とⒶの調味料、水２カップを入れて煮る。
③：②が煮えたら①を入れて、常に鍋の底をしゃも

じでかき混ぜる。時間があれば 20 分ほど煮る
と生臭さが取れる。焦げやすいので注意。

④：みそを入れて味見をし、味を整える。最後にし
ょうゆを加えて、香りを立たせる。

⑤：盛り付けて、お好みでショウガの千切りをのせ
て、できあがり。

作り方
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花
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使
用
す
る
場
合
の
注
意
点

１　

乾
燥
し
て
い
る
時
期
や
風
の
強
い
と
き

は
使
用
し
な
い
。

２　

人
や
人
家
、
建
物
等
の
近
く
で
は
花
火

を
使
用
し
な
い
。

３　

人
や
人
家
の
方
向
に
向
け
て
は
、
絶
対

に
花
火
を
発
射
し
な
い
。

畑の肉とも言われる大豆の豊富な栄養が残さず取れる

�
�
�
�
�

Ⓐ

問三郷公民館（社会教育課三郷生涯学習係）
　（477・2109 676・3077）

講
師
の
山
本
さ
ん
と

参
加
者
の
皆
さ
ん

交通安全を
教える
３つの
ポイント

新 入学児童を
交通事故から守りましょう

これから新入学児童が道路を歩
く機会が増えます。歩行中の事故
原因で最も多いのは飛び出しです。
これは、児童がまだ「道路の危険」
を正しく認識できていないことが
要因と考えられます。

道路の危険性や交通ルールを守
る大切さについて、保護者や地域
の皆さんが教え、児童を守りまし
ょう。

　　通学路の安全確認
通学路を一緒に歩き、「どこに」

「どんな」危険があるのかチェッ
クしましょう。

　　大人が手本を示す
大人が交通ルールを守り、お手

本となってください。

　　ルールを具体的に
　　教える

道路に出て「信号の見方」や「道
路横断時の安全確認方法」など
を具体的に教えましょう。

特に、道路への「飛び出し」の
危険性と安全確認の大切さを理
解させましょう。

信濃路は　ゆとりの笑顔と　ゆずりあい
春の全国交通安全運動　４月６日（土）～ 15 日（月）

運動の基本は「子どもと高齢者の
交通事故防止」です。思いやりを持
って、子どもと高齢者を交通事故か
ら守りましょう！

●４月６日（土）と 10 日（水）
は県下一斉街頭活動日

●４月 12 日（金）は県下一斉シ
ートベルト着用調査日

市内でも期間中、主要な交差
点などで街頭指導を行います。
皆さんのご理解とご協力をお願
いします。

問安曇野市交通安全推進協議会　穂生活環境課交通防犯係（482･3131㈹ 682･6622）

交通事故防止の基本は安全確
認！合言葉は、「みぎ、ひだり、
みぎ！」

１

２

３

山食育推進キャラクター
たべたくん

優しい力で磨く

歯ブラシの毛
が開いたら交
換する

1 日 1 回は、
時間をかけて
丁寧に磨く

大切なのは…
歯
し こ う

垢（細菌の塊）
を落とすこと！ 歯ブラシは優

しく、小刻み
に振動させる

歯と歯ぐきの
境目にピタッ
と当てる

♬
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4 月の予定

11日（木）　（予約日：4日（木））
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
25日（木）　（予約日：18日（木））
場穂高総合支所　大会議室
時いずれも13：30～16：30　※1人20分、定員8人
※予約受付…予約日の9：00～12：00（電話のみ）
※希望者多数の場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに同様の内容で弁護士に相談したことのある事項は

お受けできません。

10日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のページへアクセスを。
　www.pref.nagano.lg.jp/syoukou/roko/mailsoudan.htm

19日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

4 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　  　※29日は除く
場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

16日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※29日は除く
場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など） 時 10:00 ～ 16:00

親の会 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談  時 14:00 ～

 あづみ野断酒会 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談  時 14:00 ～

８日（月）・★ 22日（月）　時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
９日（火）・★ 23日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
10日（水）・★ 24日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
11日（木）・★ 25日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
12日（金）・★ 26日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

５日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

毎週水曜日　※ 3・17 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131（直通090-5203-2011）・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

4 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

９・23日（火）	場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
10・24日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
11・25日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）

16日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
18日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）

※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

4 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

身体測定 19日（金） 10：00 ～ 12：00

チャレンジタイム　
20日（土） 10：30 ～ 12：00ドッジボール＆おやつ作り

要予約 100円  ※対象：小学生以上　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

読み聞かせ（おはなしどりぃむ） 17日（水） 11：00 ～ 11：20

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

身体測定 12日（金） 10：00 ～ 12：00

チャレンジタイム　みんなで考えよう 
27日（土） 10：00 ～ 11：00

要予約  ※当日参加もＯＫ
※地域に住む元気っ子集まれ♪一年でやってみたい事をみんなで考えよう。

わらべ唄・手遊び 毎週月曜日 11：10 ～ 11：30
講師：内山	房子先生　※講師・内容が変更となる日あり

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

本の読み聞かせ・スマイル 19日（金） 11：00 ～ 11：30

チャレンジタイム　児童館で遊ぼう 27日（土） 10：30 ～ 11：30

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

本の読み聞かせ 18日（木） 11：00 ～ 11：30

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

身体測定 ５日（金） 10：00 ～ 12：00

チャレンジタイム　みんなで考えよう 13日（土） 10：00 ～ 11：00
要予約 100円  みんなで元気に遊んだ後におやつを作ろう！！！ 
※対象：小学生 15人程度　持ち物：エプロン・三角巾・飲み物

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

おはなしムーン（読み聞かせボランティア）1・8日（月） 11：00 ～ 11：20

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

読み聞かせ　時 11：00 ～ 11：30
おはなしムーン…4・18日（木）／コロボックル…11・25日（木）

お下がり会 22日（月） 11：00 ～ 11：30

チャレンジタイム　クッキー作り 27日（土） 10：30 ～ 11：30
要予約 100円  ※対象：小学生以上　持ち物：エプロン・三角巾・水筒（飲み物）

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

チャレンジタイム　みんなで考えよう 
27日（土） 10：00 ～ 11：00

要予約   ※当日参加もＯＫ

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

７日（日）場問豊科老人福祉センター （℡73-7143・FAX73-7147）
14日（日）場問穂高地域福祉センター （℡82-2940・FAX82-9621）
21日（日）場問三郷福祉センター （℡77-8080・FAX77-8081）

7 日 ( 日 ) 14 日（日 ) 21 日 ( 日 ) 28 日 ( 日 ) 29 日 ( 月・祝 )
古 川 医 院

82-4385［穂高］
平 林 医 院

62-2227［明科］
堀 内 医 院

82-3324［穂高］
小 田 切 医 院

83-6025［穂高］
古 川 整 形 外 科 医 院

82-8880［穂高］
石 田 医 院

72-2766［豊科］
信 濃 内 科 循 環 器 科 医 院

82-7722［穂高］
神 谷 小 児 科 医 院

72-5162［豊科］
高 橋 医 院

82-2561［穂高］
柏 原 ク リ ニ ッ ク

82-7222［穂高］
木 暮 医 院

77-2119［三郷］
土 屋 ク リ ニ ッ ク

71-1811［豊科］
米 倉 医 院

72-2354［堀金］
白 木 医 院

77-2134［三郷］
山 田 医 院

72-3207［豊科］
け や き 歯 科

72-7272［堀金］
アルプス歯科クリニック

77-8901［三郷］
上 月 歯 科 医 院

82-7530［穂高］
市 川 歯 科 医 院

72-2116［豊科］
大 谷 歯 科 医 院 

72-8858 ［豊科］

April

25日（木）　場明科総合支所

人権特設相談所

児童館の育児相談

５日（金）10：00 ～ 11：00 穂高西部 19日（金）10：30 ～ 12：00 高家・穂高中央

12日（金）10：30 ～ 12：00 豊科中央・穂高北部 26日（金）10：30 ～ 12：00 南穂高

15日（月）10：30 ～ 12：00 三郷・堀金・明科

平成 25 年度キッズパーク参加者募集
　市内全地域の 9 児童館で、キッズパークの参加者を募集します。キッズパークは、
就園前親子の登録制サークルです。七夕会や運動会などの季節行事や親子体操・おや
つ作りなどを楽しみ、参加者の皆さんで計画して進めていただく自主活動もあります。
また安曇野市の家庭教育講座を取り入れて子育てについてのワンポイントを学べる機
会もありますので、市内各児童館にあるチラシをご覧になって大勢の皆さん、お誘い
合ってお申し込みください。

対象・活動曜日  市内在住の就園前乳幼児親子
 ２歳以上クラス（火）、1 歳クラス（水）、0 歳クラス（木）…年間 27 回

申し込み期間  ４月 5 日（金）～４月 10 日（水）
登録場所  お住まいの地域にある児童館が活動の拠点となりますので、近くの児童館にお申みください。
その他  三郷・堀金・明科地域の皆さんは、3 月 31 日までは高家児童館（472・5685）へお問い合 

 わせください。
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 女  51,130人（ －15）
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編	

集	

後	

記

◆
表
紙
と
同
じ
く
わ
が
子
も
小
学
校
を

卒
業
し
ま
し
た
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
ベ
イ
ビ

ー
と
呼
ば
れ
た
２
０
０
０
年
生
ま
れ
の

小
さ
な
赤
ん
坊
が
、
い
つ
の
間
に
か
４

月
か
ら
中
学
生
に
…
。
月
日
の
流
れ
を

感
じ
ま
す
。 

Ts

◆
花
粉
症
の
季
節
で
す
。
発
症
し
て
か

ら
十
数
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
で
は
こ

の
“
ク
シ
ュ
ク
シ
ュ
”
の
季
節
を
乗
り

越
え
な
い
と
新
年
度
を
迎
え
る
気
持
ち

に
な
ら
な
い
気
が
し
ま
す
。
あ
と
少
し
、

こ
の
症
状
と
の
お
付
き
合
い
が
続
き
ま

す
。 

Ks

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
半
数
が
、

映
画
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
て
興
味
を

持
っ
た
と
い
う
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
。
今
回

初
め
て
間
近
で
見
て
、
そ
の
魅
力
が
分

か
り
ま
し
た
。 

Mn

◆
冬
の
間
、
家
の
近
く
の
河
原
で
、
と

て
も
仲
の
良
さ
そ
う
な
２
羽
の
白
鳥
を

度
々
見
か
け
ま
し
た
。
こ
の
2
羽
が
、

最
近
北
帰
行
し
た
よ
う
で
す
。
３
月
は

別
れ
と
旅
立
ち
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

自
分
も
新
た
な
目
標
に
向
か
い
頑
張
ろ

う
と
思
い
ま
す
。 

Tn

デジタル同報系
防災行政無線を整備します
市では、緊急時の情報伝達手段として旧５町村

で整備したアナログ同報系防災行政無線設備（屋
外スピーカー、戸別受信機）のデジタル化工事を、
10 月から平成 27 年度に掛けて行います。工事は、
親局設備を新本庁舎に設置し、240 本の屋外拡声
子局（屋外スピーカー）を整備します。屋外スピー
カーは、既存設備の利用と、公民館、集会所、公
園など人が集まる場所を中心に 170 局を新設しま
す。工事中はご迷惑をお掛けしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

【工事の予定】
●屋外スピーカー：240 局（70 局）

豊科地域：52 局（ 7 局）　穂高地域：82 局（ 1 局）

三郷地域：43 局（19 局）　堀金地域：26 局（15 局）

明科地域：37 局（28 局）　※カッコ内は現在の局数

●戸別受信機　250 台：避難所、防災施設等設置分

【工事期間】
平成 25 年６月～平成 27 年４月

①平成 25 年６月～ 10 月

　地権者などの現地立会いによる設置場所を確定

②平成 25 年 10 月～平成 27 年４月

　屋外拡声子局（屋外スピーカー）の設置等

【運用開始】
平成 27 年５月７日（予定）

問堀金総合支所内危機管理室

472・6769 672・6739

災
害
に
強
い
ま
ち
へ

屋外拡声子局（屋外
スピーカー）の例


